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人
吉
・
球
磨
地
方

■
自
然
と
歴
史

霊
峰
市
房
に
抱
か
れ
る
人
吉
・
球
磨

地
方
。
平
野
を
流
れ
る
球
磨
川
、
朝
霧
、

温
泉
と
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く

り
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
相
良

氏
が
統
治
し
た
こ
の
地
方
に
は
、
七
百

年
の
伝
統
に
育
ま
れ
た
球
磨
焼
酎
や
相

良
三
十
三
観
音
、
寺
社
仏
閣
な
ど
、
歴

史
的
資
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
で
は
栗
・
茶
・
葉
た
ば
こ
の
生

産
が
県
内
一
を
誇
り
、
果
樹
や
野
菜
、

花
き
、
畜
産
な
ど
幅
広
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
林
業
で
は
県
内
の
約
四
割
の
製

材
を
生
産
、
県
有
林
面
積
の
約
五
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

■
飛
躍
す
る
地
域

平
成
七
年
七
月
、
九
州
縦
貫
自
動
車

道
・
人
吉
～
え
び
の
間
が
開
通
し
、
交

通
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し

た
。
年
内
に
は
八
代
～
人
吉
間
が
肥
後

ト
ン
ネ
ル
区
間
を
除
い
て
四
車
線
化
さ

れ
ま
す
。

南
九
州
の
拠
点
と
し
て
開
校
し
た

「
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
」
　
で
は
、

今
年
は
三
十
コ
ー
ス
、
七
百
人
以
上
の

方
が
研
修
を
受
け
る
予
定
で
す
。
南
九

州
四
県
の
人
材
育
成
の
場
、
さ
ら
に
は

人
吉
・
球
磨
の
魅
力
の
発
信
源
と
し
て

期
待
が
よ
せ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
十
月
に
は
、
川
辺

川
ダ
ム
本
体
工
事
着
工
に

伴
う
協
定
書
が
国
、
県
、

五
木
村
・
相
良
村
の
間
で

結
ば
れ
ま
し
た
。
子
守
唄

の
ふ
る
さ
と
は
、
未
来
に

向
け
て
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
球
磨
郡
内
の
町

村
で
は
、
公
営
の
温
泉
施

設
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン

し
、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
四
月
に
球
磨
村

の
　
「
か
わ
せ
み
」
が
、
十
月
に
は
多
良

木
町
の
　
「
え
び
す
温
泉
セ
ン
タ
ー
」
が

完
成
。
温
泉
ブ
ー
ム
は
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
で
す
。

■
広
域
行
政
の
取
り
組
み

上
球
磨
三
町
村
（
多
良
木
町
・
湯
前

町
・
水
上
村
）
は
、
昨
年
か
ら
「
奥
球

磨
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
す
る
な
ど

地
域
の
情
報
を
発
信
、
町
村
の
枠
を
越

え
た
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
球
磨
五
町
村
（
上
村
・
免
田
町
・
岡

原
村
・
須
恵
村
・
深
田
村
）
　
で
は
、
二

十
一
世
紀
の
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

町
村
合
併
を
含
め
な
が
ら
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
人
吉
・
球
磨
を
訪
れ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ひ
と
よ
し
・
く

ま
旬
夏
秋
冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
、
着

実
に
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
吉
・
球
磨
地
方
は
、

自
然
や
歴
史
、
人
材
な
ど
豊
か
な
資
源

を
生
か
し
、
地
域
全
体
で
ふ
る
さ
と
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
熊
本
の
水
。

美
し
く
豊
か
な
、
大
自
然
の
恵
み
。

ふ
と
目
に
し
た
水
の
風
景
。

昔
の
水
上
交
通
の
に
ぎ
や
か
さ
を
し
の
ば
せ

る
河
川
の
船
着
き
場
跡
。
石
段
に
腰
掛
け
て
、

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
洗
濯
を
し
て
い
ま
す
。

夏
の
水
源
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

う
る
お

冷
た
く
澄
ん
だ
水
に
の
ど
を
潤
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
は
水
遊
び
。
水
し
ぶ
き
が
日
差
し
に

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
す
。

な
が
め
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
っ
と
心
が
な
ご

む
　
「
水
の
風
景
」
。
そ
ん
な
人
と
自
然
の
風
景

が
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
の
　
「
く
ま
も
と
物
語
」
は
、
熊
本
と
豊
か

な
水
の
恵
み
を
取
り
上
げ
ま
す
。

■
熊
本
県
と
水
の
恩
恵

「
熊
本
は
水
が
お
い
し
い
。
」
他
県
か
ら
来
ら

れ
た
方
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。
そ
う
、

熊
本
は
本
当
に
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
な
の
で
す
。

飲
み
水
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
富
な

工
業
用
水
が
も
た
ら
す
経
済
的
な
恩
恵
。
ま
た
、

水
前
寺
公
園
、
球
磨
川
下
り
、
菊
池
水
源
、
そ

し
て
天
草
の
美
し
い
海
な
ど
、
観
光
産
業
の
面

で
も
「
水
の
恵
み
」
は
と
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

■
熊
本
の
水
は
高
級
品
？

皆
さ
ん
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
。
ボ
ト
ル
入
り
で

販
売
さ
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
中

で
も
、
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
が
基
準
以
上
に
含
ま
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
高
価
な
水
な
ん

だ
、
と
驚
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
と
こ
ろ
が
。
熊
本
市
や
そ
の
周

辺
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
毎
日
飲
ん
で

い
る
ん
で
す
。
水
道
の
水
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
の
で
す
。
水
道
水
の
浄

水
処
理
に
は
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

に
ご

ふ
つ
う
は
濁
り
を
取
る
た
め
に
薬
品
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
熊
本
市
で
は
一
〇
〇
％
、

熊
本
県
全
体
で
も
八
六
％
は
、
最
低
限
の
消
毒

処
理
だ
け
で
お
い
し
い
水
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
ト
イ
レ
、
掃
除
、
ま
た
車

を
洗
う
の
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
「
美
し
い
水
の
恵
み
」
を
い
つ
ま
で
も
。

何
万
年
も
前
の
阿
蘇
の
大
噴
火
で
流
出
し
た

溶
岩
が
、
熊
本
地
域
の
地
下
に
巨
大
な
地
下
水

プ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査
に
よ

る
と
、
西
原
村
の
山
間
部
に
降
っ
た
雨
は
、
二

十
年
か
け
て
熊
本
平
野
に
姿
を
現
す
の
だ
と
言

い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
遠
い
時
間
が
溶
け
込

ん
だ
貴
重
な
水
。
し
か
も
、
こ
の
美
し
く
豊
か

な
熊
本
の
水
に
も
限
り
は
あ
り
ま
す
。
水
田
や

森
林
の
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
熊
本
の
地
下
水
は
年
々
減
少

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
水
不

足
に
悩
む
地
域
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
、
自
然
の
恵
み

に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
、
適

切
な
使
い
方
を
心
が
け
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
熊
本
が
美
し
く
あ
り
続
け
る
た
め
に
。
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「
彩
り
」
（
熊
本
の
豊
か
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

A
4
判
・
2
8
ペ
ー
ジ
）

●
年
間
四
回
（
四
月
・
七
月
・
一
〇
月
・
一
月
）
発
行

●
愛
読
者
募
集
中
で
す
。
送
料
と
し
て
千
八
十

円
分
（
四
回
分
）
の
郵
便
切
手
を
同
封
の
う
え
．

左
記
あ
て
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

R
K
K

「
月
刊
く
ま
も
と
情
報
」
・
毎
月
一
回

T
K
U

「
く
ま
も
と
探
県
隊
」

・
毎
週
土
曜
日
　
l
二
時
五
五
分
～
一
三
時

K
K
T

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
熊
本
」

・
年
間
一
〇
本
（
三
〇
分
）

K
A
B

「
く
ま
も
と
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

・
毎
週
月
曜
日
一
九
時
五
四
分
～
二
〇
時

R
K
K

「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

・
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
一
〇
時
二
五
分
～
一
〇
時
三
〇
分

F
M
K

「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

・
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
　
七
時
三
〇
分
～
七
時
三
六
分

C
I
T
Y
 
F
M

県
政
番
組
「
C
A
S
U
A
L
・
W
A
L
K
I
N
G
」

・
毎
週
土
曜
日
　
二
一
時
五
〇
分
～
二
二
時

読
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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※
県
庁
の
住
所
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記
入
不
要
で
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。
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里
帰
り
は
、
い
つ
も
人
情
と
出
会
う
旅

ほ
っ
と
す
る
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
休
も
う
。

人吉・球磨旬夏秋冬キャンペーンポスター

く
ま
も
と
物
語
③
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地
域
の
動
き

く
ま
も
と
物
語


